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超相対性理論の応用（逆重力発電）
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Masao MATsuM0T0＊，Shinichi MITARAl＊＊

     （昭和60年4月10日受理）

                 あらまし

 本研究は，超相対性理論に基づき逆重力発電を試みたものである。チタン酸バリウムと

フェライトの量子種子に，30〔MHz〕の三相高周波交流を印加して核電気共鳴を起こさせ，

負のエネルギー状態を作り出す。その結果，逆重力発電機の周囲に逆重力場が創生され，

重力が減速されて，鉛直方向に量子電流が成長する。この量子電流の周囲に出力コイル

（クライン巻コイル）を置くと，ファラデーの誘導則に従って出力コイルに直流電圧が発

生する。実験では，逆重力発電機を製作し，3日間連続運転して，直流電圧が発生するこ

とを確認した。また出力コイルとして，ダイオードコイルを使用することで，発生する直

流電圧を大きくすることができた。

1．結   言

 現在，広く行れている重力エネルギーの利用法の代表的なものは水力発電である。水力発電

は，水を位置エネルギーの高い所に貯水して，それを水車めがけて落下させ，水車に連結され

た発電機を回転させて発電するものである。この発電法は，水（質量m）を高さゐから落下

させた時の位置エネルギー（m幼）を利用している。すなわち，重力加速度皇を介して重力ェ

ネルギーを利用している。この位置エネルギーを水の運動エネルギーに変換し，さらに，水車

の回転エネルギー，すなわち，発電機を回転させて電気エネルギーに変換している。このよう

に水や水車の運動エネルギーを介して，間接的に重力ェネルギーを電気エネルギーに変換して

いるために，変換に伴い損失が多く発生する。また水を貯水する必要があるため，場所的制約

を受け，発電所の建設に多大な費用と時間が必要となる。しかし，本研究で述べる逆重力発電

機は，重力ェネルギーを直接，電気エネルギーに変換するので，変換時の損失が少ない。また

重力のある場所であれば，どこででも発電できるので，場所的制約もなくその製作，設置が容

易である。この逆重力発電の理論は，重力研究所の所長である清家新一氏が昭和44年に初めて

発表された「超相対性理論」1）に基づくものである。本論文では，以下，この逆重力発電の理論

を説明し，実際に，逆重力発電機を製作して，発電実験を行った結果を報告する。

＊電気工学科（Department of Electrical Engineering）

淋鐘紡（Kanebo）
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2． 逆重力発電の理論1〕

2．1四元連動量の電磁気的挙助

ローレンツ不変なハイゼンベルグ運動方程式，

  が  ’
  aドカ〔κf〕・ 11〕

で，物理量として，四元運動量（巧勿）を観測すれば，電磁場〃及び∬に浸された時に，

旦一α（P・糾ψ），｛ニ

 ホ

五一心凪
 次

12〕

を得る。荷電粒子の場合は，

1一f・・一・青・1芸一1・用音一浩ガ 13〕

であるから，

 6P  ‘     e｛

一旦一 ~〃十     〃 aτ C  1／1一β2

 dw
一艘ε・〃
 次

14〕

なる通常の荷電粒子の従う運動方程式に帰す孔ただし，w（三。g）はエネルギーであって，時

間即ち第O超平面（通常の物理空間）の法線方向の運動量9の。倍である。即ち，式12〕は，

通常の荷電粒子の運動方程式の中性ではあるけれど，電磁気相互作用のある系（例えば，中性

子及び一般の原子）への拡張である。

2．2貫力演遠下の艘

式12〕の系が重力減速の伴う円偏光電磁場，

｛ 〃＝（亙1COSωτ，Hl Sin ωτ，Ho）

”＝（一五1sin ω7，互1cosωτ．0），
15〕

及び，

   ト（O，0，一9），                16〕

に浸された時に・第0超平面のZ軸の周囲に急速度ωで回転する系から観測した解は，

・1（1）一一肌、島。（・一・十音…1一・…1）・

       6
戸2（τ）＝一価。・。6・（・…次十d・m61－m■“）・

・3（1）一一㈹”島。（・…∂1・学・…11），
17〕

・（1）一一 B祭a・／（用2・∂2）・・…1一わ2・…1）・
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である。ただし，境界条件は，P（0）＝P（0）三ρ（0）＝0，σ（O）＝一mc（＜0）に採った。即ち，

反粒子の静止状態から出発した。また，各係数は，

  9
・τ・トα凪＝α亙1，a一蝋十ω

とおいた。更に反粒子の初期条件は，

   α凪十ω＞O

の周波数条件に依拠して実現される。外部重力場のエネルギーは，

      m。迎伽・吻（τ）
   ∂H7     dτ      aτ   mc2｛α（o2＋52＋a2）slnhατ十がa sln6τ｝

   励一m。五I g（τ）一1（σ2＋か2・a2）…h・τ一が…dτ）／
        aτ

       2 ｛o（o2＋あ2＋♂）tanh oτ十凸2∂sin∂τsech oτ｝
     三mc           （o2＋あ2＋∂2）一52cosατsechστ

     一→mgC（τ→。。），

の割合で充分駆動した後に，系に流入する。勿論，重力場の歪エネルギJ〕，

       g2
   W呈  8、冶 （地球表面で亀一54×1011ergs／cm3）

18〕

19〕

o⑪

が消費されるわけである。

 2．3重力減速下での量子電流の成長

 チタン酸バリウム及びフェライトの原子の四元運動量は式15〕で示した円偏光電磁場に浸され

ると，式19〕の如く成長する。即ち，

        aP3   aPヨ
   aP3 mc T  mc伽  mco12a2cos加十（α2一♂）cosh oτ｝

   ” m。必 σ（τ） （α2＋わ2＋42）…hατ一δ2…aτ
        aτ

     ＿mcσ｛（α2－a2）十2a2cos aτsech oτ｝

       （α2＋あ2＋62）一ろ2cosゴτsechατ

        o2－62
     →α・。5・。6・’mg（τ刊）・          皿1〕

である。この値は，初期条件g（O）を正に採っても不変である。初期エネルギー条件を負に採

ると空気分子との対消滅が起り，発電機としては危険であるので正に採る。即ち，周波数条件

は，

   淵。十ω＜0                     ω

である。チタン酸バリウムとフェライトの合成四元運動量についても，式12〕の関係が成立す

乱その際，合成四元運動動量の第3成分の成長は，

   ∂P3  （σ2－a2）
   7→。・十δ・十∂・．μ2（τ｝）           皿3
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となる。ただし，μはチタン酸バリウムmlとフェライトm2の換算質量

m1m2
    1μml＋m2

ω

である。第0超平面での，2個の物理量の位置が異るので，換算質量となる。荷電粒子につい

て，

    〃3 e a  6Z  16 6Z  1が
   α7一㈱〃（m7）＝τT（・万）τT     ω

であって，運動量の成長とは，電流の成長の外ならない。ただし，戸は電流ベクトルの第3成

分である。αの電磁相互作用定数を有する一般の確率密度流に関しても，式固が一般化した電

流の成長と解釈出来る。従って，式11割から

   ∂i3 cμαg（oLd2）
   丁；2・（。・・5・・♂）（τ刈          ｛16〕

となる。ただし，身’は核身因子である。これが重力減速下で生じる量子電流の成長である。

一方，ファラデーの誘導則は，

   ム が
ψ≡0tー’7

1珊

である。従って，鉛直無限長直線（制御された戸3に沿った直線）と相互インダクタンスzで

結ばれる回路に誘起される電圧は，

      αLμg α2一♂
   ψ＝｝9・。’α・十糾♂

となる。oは非常に小さい値σ＝e／c《ユであるし，

で，

    αL♂
   ol＋が十♂亀一1

                l1割

1引《la三が工学的には実現しやすいの

となる。従って，却田は

   ψ一寧（lll《lal）
     g C

となる。更に，熱力学的確立工（β）（ランジュヴァン関数）を考慮した場合の誘導電圧は，

碍一1号ム（1）一÷昔ム（1）一半（1）・

であるから，

   ψ一寧ム（β），

     e C

となる。

一52一

○副

蛯。i

囲〕
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3．逆重力発電の実験と結果

 3．1 クライン巻コイルの出力露圧

 図1に逆重力発電機本体部（a）と三相高周波電源部（b）を示す。（b）の三相高周波電

源部で発生させた高周波三相交流（／＝約2〔MHz〕）を（a）の逆重力発電機本体部の3回対

称に配置した③のコンデンサコイル（以下，コイルはすべてクライン巻とする。クライン巻は

図2に示してある）に加えて回転磁場∬を発生させ，さらに，⑥の球型コンデンサに接続し

て，⑦のチタン酸バリウムディスクと⑥のフェライトブロック内に回転電場”を発生させ，

逆重力発電機を起動させる。

 発電機が起動すると第2章で説明したように，重力が減速されて，量子電流が流れ始める

が，熱力学的に不安定（z（β）の値が小さい）であるため，①のロックコイルでこの量子電流

を縛り，安定化をはかっている。出力電圧は④の出力コイルから式②1〕のファラデーの誘導則に

従って取り出す。

 写真1に，製作した逆重力発電機の概観を示す。この発電機の出力コイルとしてクライン巻

コイルを使った時の出力電圧を図3に示す。図3の出力電圧ψ1と恥は，エレクトロニック

電圧計（VP－916A：松下通信社製）の交流電圧レンジで，出力コイルの端子接続を変えて測

定した電圧である。通常，ソレノイダコイルに高周波交流を加えた時，ファラデーの誘導則に

従って発生する誘導電圧は，コイルの端子接続を変えて測定しても同じになるはずである。し

かし，図3からわかるように，Ψ1とψ2の電圧には明らかに差がある。この差が重力が減速

されて発生した量子電流が鉛直方向に逆重力発電機に流入することにより誘起された直流電圧

である。また，運転時間の経過と共に，その出力電圧が上昇している。これは，熱力学的確率

L（β）が時間と共に大きくなるためである。これらのことから，逆重力発電機により，重力エ

ネルギーから直接，電気エネルギーを取り出せることが確認できた。

I   旬
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図1逆重力発電機

大阪府立高専研究紀要 第19巻 一53一



松 本 政 雄・御手洗 新 一

匁、
図2 クライン巻

写真1 逆重力発電機の概観
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図4 ダイオードコイル
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   図3 クライン巻コイルの出力電圧

3．2 ダイオードコイルの出力負荷特性

3．1で述べたクライン巻の出力コイルを図4に示すダイオードコイルに取り替えた。その理

由は，出力電圧を完全な直流電圧に変換し，

クライン巻コイルよりも大きな出力電圧を得

るためである。このダイオードコイルの個数

接続法（直列接続，並列接続，直並列接続）

及びコンデンサの耐圧と容量を変えて，出力

電圧を測定してみた。その結果の一例を図5

に示す。この図は，コンデンサに抵抗負荷を

接続し，抵抗の値を変化させた時の出力電圧

の変化を調べたものである。図3で示したク

ライン巻コイルの出力電圧に対応する無負荷

時の出力電圧は約200〔V〕と大きな値を示し

た。しかし，負荷が小さい時，すなわち，負

荷電流が大きい時は出力電圧は小さくなり，

まだ発電パワーが小さい。
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4．検討と結論

 以上の実験結果から，試作した逆重力発電機は重力ェネルギーを直接，電気エネルギーに変

換して，直流電圧として発電していることが確認できた。ここで，この逆重力発電の理論と実

験結果とを比較検討してみる。

 熱力学的確率工（β）を考慮した出力電圧ψは，式②1〕に示すように，

   卜一寧L（β）           ⑳
      g C

である。

 出力コイルと無限鉛直線との間の相互インダクタンスLは，

   ム＝4πm（R一ゾ炉一戸）                 ㈱

で与えられる。ここで，mはコイルの巻数で，Rはコアの半径で，mはコイルの半径であ孔

実験では，これらの値を

   n＝20ターン，R＝9，2〔cm〕，ド0．6〔cm〕

とした。これより

   L＝4．92〔C．G．S〕

となる。

 また，チタン酸バリウムの質量m1とフェライトブロックの質量物は，それぞれ

   mユニ591〔g〕，m2＝373，5〔g〕

であるから，その換算質量μは，却④から

μ一
ﾒ鵠，一・…1・〕・

と求められる。他の定数は物理定数表から，

   α≡一1．88×107〔／gauss sec〕，

   gヨg80〔cm／sec2〕，

   9’ヨ2

   c≡3．O x1010〔cm／sec〕

と求められる。これらの値を式吻に代入して，出力電圧ψを求めると，

   ψ＝1．0×105L（β）〔V〕

となる。この値を図3で示したクライン巻コイルの出力電圧とを比較する。駆動時間が3日の

場合で，出力電圧ψは

     巧一ψ2
   ψ一    一151〔V〕      2

であるから，熱力学的確率Z（β）は1．51×10－3と非常に小さな値となる。この理由として，以

大阪府立高事研究紀要 第19巻 一55一
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下のことが考えられる。

 1）発電機の駆動時間が3日では短かすぎる。理論上ではτ→ooとしているので，もっと駆

  動時間を長くしないと熱力学的確率L（β）が大きくならない。

 2）三相高周波電源の発振周波数が約2〔MHz〕と小さい。また，位相が完全に120度間隔に

  揃っていない。

 3）ロック磁場を供給しているロックコイルが完全なクライン巻になっていないため，磁場

  の大きさが不充分である。

 今後，上記の問題点を改善して，実用に鍛える発電機を製作できるように研究を進めて行き

たい。
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